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 要  旨 
近年，コンピュータシステム，プロセッサの進化・発達により，複雑で大量な処理・計算が高
速で出来るようになった．しかし，それに伴い消費電力の増大などといった問題も発生している．
特に携帯電話やノート PC などのモバイル機器において小型化や消費電力の削減が求められてい
る．その中でキャッシュメモリにおける消費電力は，マイクロプロセッサ全体における消費電力
の中でも大きな割合を占めている． 
本研究では，キャッシュメモリにおける消費電力の削減に着目した．本研究では，セットアソ
シアティブ方式のキャッシュメモリのアクセスにおいて，メモリアクセス命令の特徴を利用した． 
特徴としてそれらの命令が発行されたときの Issue Ready Queueに存在する命令の数を用いた．
各メモリアクセス命令の特徴に応じ，キャッシュのウェイの適切なサブセットにアクセスする．
特徴付けが適切であれば，小さいサブセットへのアクセスのヒット率を上げることができ，その
結果として消費電力を削減できる． 
本研究では，IRQ値という特徴でメモリアクセス命令を分類し，同じ特徴を持つメモリアクセ
ス命令の過去の振る舞いから，次にアクセスすべきキャッシュブロックを予測した． 
本研究では，提案手法について IRQ値に着目した分類の細かさが違う 3種類の分類である分類
(i) (4種類の分類)，分類(ii) (8種類の分類)，分類(iii) (16種類の分類)にて消費電力とプログラム
実行速度のシミュレーション評価・比較を行った．分類(i)では，一般的な 4 ウェイセットアソシ
アティブキャッシュの場合と比べて消費電力は 10.3％削減し，プログラム実行速度は 1.976％低
下した．分類(ii)では，一般的な 4ウェイセットアソシアティブキャッシュの場合と比べて消費電
力は 7.83％削減し，プログラム実行速度は 1.910％低下した．分類(iii)では，一般的な 4 ウェイ
セットアソシアティブキャッシュの場合と比べて消費電力は 3.59％削減し，プログラム実行速度
は 1.731％低下した． 
また，それらのシミュレーション結果について考察を深め，よりよい特徴付けを提唱すること
ができないか考察を行った． 
 
 
